
Sydney.
New

South
Wales

　他の大都市に比べて治安が良いシドニーは、
自主学習の場としても理想的だ。テーマ別にモ
デルコースを示したシドニー・ウォーキング・マッ
プが州政府観光局で用意されているので活用し
たい。たとえばカルチャー発見コースでは、シド
ニー博物館、州立美術館、聖メアリーズ大聖堂、
タウンホールなどを巡りながらオーストラリアの
歴史や芸術を学ぶことができる。また、ハーバー

ビュー＆ロックス・コースでは、シド
ニー発祥の地ロックスで入植・開
拓当時の歴史的建物を見学したあ
と、ハーバーブリッジを渡って対
岸に行き、湾の絶景を堪能する。
そのほか、植物、動物、自然など
に触れるコース、ビーチリゾート
であるマンリーを散策するコー
スなどがある。電車、バス、
モノレール、フェリーなど交
通機関も充実しているので
幅広いプランが可能だ。

　世界遺産は研修旅行における格好の学習素材
だ。シドニーには2つの世界遺産があり、1つはそ
のユニークなデザインで知られるシドニー・オペ
ラ・ハウスだ。建物内には大小5つのホールがあり、
コンサート、オペラ、バレエ、演劇などが開催され
る。ここでは日本語ガイドによる30分ほどのオ
フィシャルツアーが用意されており、ビデオを見な
がら完成までの歴史や建築についての解説を聞
き、主要ホールの1つを見学する。もう1つはシド
ニーから車で1時間半の所にある世界遺産グレー
ター・ブルーマウンテンズ地域だ。広大なユーカ
リの森に包まれた壮大な光景が広がる地で、人
気のスポットはシーニックワールド。急傾斜を下る
トロッコ電車や深い渓谷を結ぶロープウェイなど
に乗ったり、森林の中の遊歩道を歩いたりしなが
ら、原生植物や自然を観察できる。

Sydney Opera House
http://www.sydneyoperahouse.com
NSW国立公園＆ワイルドライフ
http://www.environment.nsw.gov.au/nationalparks

　街の中心部に近い所で野生動物と出会える
のもシドニーの魅力だ。国内最大の動物園であ
るタロンガ動物園へはサーキュラーキーからフェ
リーで10分ほど。ここではオーストラリア固有の
動物をはじめ2900種の動物を間近に観察でき
る。コアラとの撮影、絶景を堪能できるケーブル
カー乗車、飼育員による解説などを含んださまざ
まなガイドツアーや、夜の動物園の見学といった
プログラムが用意されている。また、ダーリング
ハーバーにあるシドニー・ワイルドライフ・ワール
ドも、オーストラリア固有の動物ばかり130種を
展示した人気スポット。同パークの一画にはシド
ニー水族館もあり、巨大なサメやワニをはじめオー
ストラリアに生息する650種の海洋動物が集め
られている。いずれも趣向をこらしたガイドツアー
や学習プログラムが用意されている。

Taronga Zoo
http://www.taronga.org.au
Sydney Wildlife World、Sydney Aquarium
http://www.myfun.com.au

美しい国際都市を拠点に多彩な学習テーマが集約
知的好奇心に響く素材と高い安全性がバランスのとれた学びの環境に

Southシドニー／ニュー・サウス・ウェールズ州

　さまざまな産業が発達した国内経済の中心地ニュー・サウス・
ウェールズ州。その中核となる州都シドニーは、南半球最大の
国際都市として活気に満ちている。歴史的建造物、動植物や
芸術に触れられるスポット、美しい自然、多民族・多文化が解
け合った街並みなど、学習に適した多彩な素材が集まっており、
研修旅行先として国内随一の人気を誇る。

　私とオーストラリアとの縁は、30年ほど前にシドニー大学に
留学した時に始まります。以来、オーストラリア各地を何度も
訪れていますが、シドニーはほとんど毎回欠かさず滞在する
ほど、私にとって居心地のよい街となっています。
　シドニーの魅力は多 あ々りますが、研修旅行の観点からい
えば、学ぶ素材が豊富でバラエティーに富んでいること。つま
り、学習の場として全体的にバランスのとれた環境にあること

でしょう。動植物と出会える場所、世界遺産、アボリジニの文
化や生活を学べる施設、エコツーリズムを含め環境保護を考
えるスポットなど、さまざまです。国際都市としての先進性や
活気を体感し、多様な人種が集まる街であることも目の当たり
にできますし、近郊でのホームステイやファームステイも体験
できます。このように、シドニーは豊富な学習素材が凝縮した
街です。あるテーマに突出しているのではなく、テーマが幅広
いので、できるだけ多くの体験や学習をしてほしいと思います。
　また、シドニーは交通機関や社会制度が整っていて治安も
良好。何か緊急事態が起こってもリスクは最小限に抑えられ
るでしょう。それは引率者にとって大いに助かりますし、自
主学習の場としても十分対応できるということです。今後は、
上記のほかにも、社会福祉やボランティアを体験する場や、
シドニー周辺部、たとえば第二次世界大戦時の日本とオース
トラリアの関係を考えさせられるカウラの収容所など、新たな
学習素材にも目を向けてはどうでしょうか。

上智大学
文学部新聞学科
鈴木雄雅教授

Profi le

博士（新聞学）。シドニー大
学で客員研究員。オースト
ラリアのメディア、新聞に
関する研究書・著書多数。

＜問い合わせ先＞
ニュー・サウス・ウェールズ州政府観光局  
tnswtyo@tnsw.or.jp
     www.sydney.comHP
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〈特別インタビュー〉上智大学 鈴木雄雅教授に聞く


